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１．研究計画の概要 
複素数体上定義されたn次元非特異射影
多様体Xとその上の豊富な因子Lの組
(X,L)を偏極多様体と呼ぶ. このとき
多様体上に定義される標準因子Kと豊富
な因子Lとの和で定義される因子K+Lを
随伴束という. 
この随伴束の飯高次元が0以上のときは
この随伴束を何倍かすると大域切断を
持つことがわかる. 
そこで本研究では, 実際に何倍すれば
どの随伴束に対しても大域切断を持つ
かについて考える.  
その際に偏極多様体の不変量である断
面幾何種数などの性質を用いて調べる
ことが本研究の目的である.  
今回の研究課題では特にXの次元が3次
元と4次元の場合について主に考える. 
1. 3次元の場合についてはすでに2倍す
れば大域切断を持つことがわかってい
るので, あとは2倍する必要があるかど
うかについて調べればよいことになる
のでこれについて研究する. 
2. 4次元の場合については, 考察に多
重偏極多様体に関する不変量が必要で
あることがわかっているのでこれに関
する性質を研究する. また4次元の場合
を考察する手段として, 取り扱いがし
やすいと思われる「随伴束がnefとなる
場合」を考察し, その結果を用いて一般
に随伴束の飯高次元が0以上の場合につ
いて考察する.  
3. 正標数の体上定義された非特異射影
多様体上で上と同様のことを考えてみ
る. 
 

２．研究の進捗状況 
 
1. 3次元準偏極多様体の随伴束の大域切断と

それに関連する結果について 

(1) 3次元かつ Lが豊富な因子のとき, 随伴

束 K+Lの大域切断の次元を調べる際には第 2

断面幾何種数と h2(OX)の間の関係を調べるこ

とが重要になる. Lが大域切断を持つ場合に

は第 2断面幾何種数が h2(OX)以上であること

がわかっている. そこでこれらが等しくな

る場合の 3次元偏極多様体について分類を行

う試みをおこなった. まだ完成していない

が, 部分的な結果は得られた. 

(2) 3次元であり Lが nefかつ bigであると

きの第 2断面幾何種数の下限について考察し

た. さらにその結果を用いて随伴束 K+2Lの

大域切断の次元を考察することにより「K+2L

の飯高次元が 0以上であることと K+2Lが大

域切断を持つことは同値である」ことを示し

た.これはLが豊富な因子のときBeltrametti

と Sommeseにより提出された予想の nefかつ

big版としてとらえることができる. さらに

K+2Lの大域切断のなす次元が小さい場合の

(X,L)についての分類もおこなった. 

 

2. 4次元準偏極多様体の随伴束の大域切断と

それに関連する結果について 

(1) Lが豊富な因子で, さらに随伴束K+Lが

nefとなるときに, m(K+L)が大域切断を持つ

ような正整数mを調べ, mが3以上の任意の整

数の時には, m(K+L)が大域切断を持つことが
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わかった.  

(2) Xがある種の特異点を持つ場合について

も調べることで, K+Lの飯高次元が非負であ

るときに, mが6以上の任意の偶数に対して

m(K+L)が大域切断を持つことがわかった.  

(3) K+Lがnefとなるときに, m(K+L)が大域切

断を持つような正整数mを調べる方法はn=5の

場合についても適用できることがわかった. 

 

3. 不変量に関する結果 

(1) 次元が 2または 3で, Lが nefかつ big

であり, さらに Lの大域切断のなす次元が X

の次元が 2のときは 1, Xの次元が 3のとき

は 3以上であるとき(X,L)の断面種数は Xの

不正則数以上であることが以前に証明され

ていたが, 断面種数と不正則数が等しくな

る場合の分類を行った.  

(2) 第 i断面幾何種数と第 i Δ-種数の応用

の一つとして随伴束 K+(n-i)Lが自明となる

ような偏極多様体の特徴付けについて考え

た. Xの次元を nとすると, i=1のときは藤

田隆夫氏により K+(n-1)Lが自明であるため

の必要十分条件はΔ種数が 1かつ断面種数が

1であることが示されている. 第 i断面幾何

種数と第 i Δ-種数を用いて, これの一般化

とみなされる結果を予想し, 次の 3つの場合

に正しいことを示した. ① iが(Lの基点集

合の次元)+2以上の場合. ② i=2のとき. ③ 

i=3かつ nが 5以上のとき. 

 
３．現在までの達成度 
② おおむね順調に進展している. 
(理由) 目標としていた場合のひとつである3
次元の場合が, 私の考察を踏まえ, Höringの
研究により一般に解決され, さらにもうひと

つの目標である4次元の場合の研究も進んで

いるため. 
 
４．今後の研究の推進方策 
今までに取り組んできた方法, つまり断面
幾何種数を用いた考察方法が今のところ適
切であろうと思われるので, その方法で今
まで以上に深く研究を続けていく. 
また正標数の体上定義された非特異射影多
様体の場合に関する考察が進んでいないの
で, これについてもできる限り研究を進め
ていく. 
 
 
 
 
 

 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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